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観 測 帳
花山天文窒
中　　村
　1930　SB　此の未登釣i小遊星は1930年9A
30日西國バルセロナでコマス，ゾラ氏によ
って高見され，］0月18．0日にはシメイス天
文塁のニユ・一ジミン氏により，18・6日には
花山で自分が（花山2號），22Eには東京の及
川氏（東京22號）が蜀旧して，登見し11月に
なってトリノ天文肇でも品目され，都合五
天文墓で面立潮面されたといふ12等の小遊
星であったが割合に品品期間が短く軌道が
確定するに至らなかった，9月30日，10月22
日，11月14日の位置からFebrer及びRibot
氏が軌道を計算しR・1．520に今年の推算
を蛮表した・衝は3月23日，光度は14・1等と
計算されて居る・観測出贈れば正式に登録
されるのも遠くはあるまい。
　（159）Juewa　此の小遊星は3月2日10時
52・7分，十15。10ノの黙で衝になる，日々
蓮動は一1・0分一・1ノである．光度は9．8等で
推算近くに見つかる筈．
　1951c　Ryves彗星　1月上旬にF3鏡で
とった2赦の原板に現れて居る・甚だぼんや
りしたもので14等以下と思はれる．Yerkes．
天文毫のVan　Biesbroeck氏は昨11月の下旬
以後24吋鏡でも撮影出來なかったさうであ
るが，これはどうした事か．F3鏡で1時間
もかければ2月になっても撮影出馬る筈
　1931　XB　】931年度には12等級の新小
遊星は極めて稀にしか見つからなかった
が，12月3日アルジェーでB・yer氏が，同
じ星を同日殆んど同時にシメイス天文垂で
Neujimin氏が心見した．これは既知の
（293）Brasiliaの東一度弱の所にあったの
で光度は12・6等であった・
　1951RH。昨年9刀14日にハィデルベ
ルビ天丈垂のReinmuth氏が登見した14等
の新小遊星はKahrstedt氏の軌道計算の結
要
　　暫庵
　奮
麟！
果で未登鎮の1929CXと同一星である事が
知れた・
　Ernostarの購入　花山天文垂の山本博
士は昨年11，月末にロ裡5センチf2・0のエル
ノスターカメラを購入された．エルノスタ
ーは天文観測に進出した高速レンズでも最
も；有名なものでf1・8の速度を有して居る・
三分柴田君の25センチ赤道儀に取付けられ
る・圭な目的は流星の窺眞であるが早速自
分が獅子群のもの］個柴田君が双子座群
を1個撮影に成功した．
　観測至急私報要塞　彗星，小遊星其他に
寂する推算其他の槻測至急私報を登行しま
す・希望者は二鍍切手を貼って宛名を書い
た封筒若干と一通三鍍ぐ切手）の割で通信費
を入れて小生まで御厄り下さい．
　光画研磨室よリ　細面がNo．300になっ
たので記念に自用の16センチ鏡の豫備雫面
を作った・径65ミリの面を磨L・・たが美事な
面が得られた・談差は20分の］波長は出ま
い・神戸の改螢氏の］3．5センチ，ベツプル
玉の硝子が着いたので2β刀はこれの研磨
に急がしい．
　血止品　約4年前入行用に作ってスマb
ラ島に日蝕観測に使ってから取ひ込んであ
った自分の54ミリ屈折鏡を22センチ篤眞玉
の製作費の一部を得る爲に費記したい．地
上用三脚垂で微動運動はすっかりつき接眼
レンズ4個天頂用ダイアゴナル其他ファイ
ンダーまでつ）・て居る・封物レンズは自作
のものであり光点品は一つづNのレンズま
で精選して集めてあり筒は英國オツトエ1
會肚からわざわざ購入したもので全髄に
念入りに作ってある・塗直し手入れの上譲
りた）・・便格は115圓・詳細は小生まで・
